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1､研究主題

Ⅱ 侈Hｸh益���ﾙ.�,ﾉyﾙu"�

1　研究の背景

(1)時代の要請から

平成18年12月に教育基本法が改正され, 21世紀を切り拓く心豊かでたくましい日本人の育成を

目指すという観点から,これからの新しい教育の理念が定められた｡また,平成19年6月の学校

教育法の一部改正では,教育基本法の改正を受けて新たに義務教育の目標が規定されるとともに,

各学校段階の目的･目標規定が改正された｡今回の学習指導要領改訂は,これらの法改正を十分

に踏まえることになる｡その中でも｢生きる力｣の理念はこれまでと同様に継承される｡ ｢生き

る力｣を支える｢確かな学力｣, ｢豊かな心｣, ｢健やかな体｣の調和を重視するとともに,学力

の重要な要素は, ①基礎的･基本的な知識･技能の習得, ②知識･鼓能の活用を通して課題を解

決するために必要な思考力･判断力･表現力等, ③学習意欲であることを示した｡社会の変化に

対応できるたくましい子どもの育成を目指す上でも, ｢生きる力｣の育成を念頭においた教育を

推進する必要性があることを打ち出した｡

一方,特別支援教育に関する中央教育審議会答申｢特別支援教育を推進するための制度の在り

方について｣ (平成17年12月8日)によると, ｢特別支援教育とは,障害のある幼児児童生徒の自

立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち,幼児児童生徒一人一人の教育

的ニーズを把握し,その持てる力を高め,生活や学習上の困難を改善又は克服するため,適切な
l

指導及び必要な支援を行うもの｣と示されている｡平成19年4月から特別支援教育は本格実施と

なり,特殊教育から特別支援教育の時代に入った｡子どもの自立や社会参加の実現を目指すため

に学校は,これまで以上に一人一人の子どもの教育的ニーズに適切にこたえていくための教育を

考えることが求められる｡

(2)本校の子どもの実態から

前次研究｢自分のよさやもてる力を発揮する子どもを目指した授業づくり｣の成果として,敬

師の勘き掛けの工夫や学習環境の整備などにより,子どもたちは自分のよさやもてる力を発揮で

きることが確認された｡ .ところで, ｢生きる力｣という理念で本校の子どもたちの様子をみてみ
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ると,目の前の問題を解決するための基礎的･基本的な知識･技能の習得及びそれらの活用に依然

として課題があると考えられる｡学習場面においては,できる経験を十分に積み重ねているにもか

かわらず,学習場面以外においては,学んだことを生かして課題解決を図ることが困難な場合が多

い｡具体的には,解決できる力は有しているにもかかわらず, ｢できません｣, ｢やってください｣

などと最初から周囲の人に依存したり,逆に,意欲は高いにもかかわらず,解決方法が十分に分か

らず中途半端に済ませてしまったりという様子が多く見受けられる｡前者については,目の前の課

題に対して,本当は自分の力で乗り越えられるという見通しや自信のなさ,自分で取り組もうとす

る必然性,機会や経験の少なさが考えられ,後者については,課題解決の手順や方法の理解や知識

の不確実さなどが要因として考えられる｡子どもがよさやもてる力を発揮するためには,学習課題

の解決のための環境設定や教師の働き掛けを大切にしつつも,自分自身のよさやもてる力に対する

子ども自らの気付きが大切である｡できる環境や諸条件が整わなければすべて｢できない｣と最初

から判断するのではなく, ｢これなら自分でやれそうだ｣ということを子ども自身が実感し,様々

な場面で自信をもってチャレンジしようとする子どもの育成を目指すことが, ｢生きる力｣を高め,

よりよく生きる子どもの姿につながると考える｡

(3)これまでの研究から

本校の過去数年間の研究においてわたしたちは,個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成

と活用を通した教育実践,関係機関との連携を通した授業づくりなど,子どもの教育的ニーズにこ

たえる取組を通して成果を確認することができた｡また,前次研究では, I CF (International

Classification of Functioning, Disability and Health)における個と環境との相互作用の理念

に基づき,子どもを取り巻く人的･物的環境及び社会的環境など-の着目と整備を通して,学習環

寛の四視点及び教師の働き掛けの三視点が,一人一人の子どものよさやもてる力の発揮のためには

重要であることが明らかとなった｡

ところで,適切な指導及び必要な支援の考え方の下,環境面の整備によって子どもが課題解決で

きる姿を学習場面や生活場面において確認することばできたが,子ども自身の学びや育ちに関して,

学んだことを今(学習場面や生活場面など)や将来の生活に生かすことができる教育実践としては,

更に研究を深めていくことが必要であると考える｡個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づく

授業実践を展開する中で, ｢子どもが何をどのように学ぶか｣, ｢学んだことを生かし得ているか｣

など,子どもの学びや育ちの面を十分にとらえた授業実践の追究が必要である｡

(4)授業実践における評価の目的と課題

文部省(2000)の｢児童生徒の学習と教育課程の実施状況の在り方について(答申)｣では,学

習の評価は,教育がその目標に照らし合わせてどのように行われ,子どもがその目標の実現に向け

てどのように変容しているかを明らかにし,どのような点でつまずき,それを改善するためにどの

ようにしていけばよいかを明らかにしようとする教育改善の方法であるとしている｡また,評価の

機能と役割については,教育目標を実現するための実践に役立っようにすることであり,もう一つ

には, ｢生きる力｣の育成を目指すことにおいて,子ども一人一人のよさや可能性を積極的に評価
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することであるとしている｡つまり,指導と評価の一体化が子どもの学びにとって重要であること

が分かる｡

わたしたちは,これまでの研究において計画一実践一評価一改善という授業づくりサイクルを一

連の流れとして整理し,授業実践を展開してきた｡その中で,一人一人の子どもの姿や目標に関す

るとらえ方が不十分であるという実践上の問題が浮上してきた｡その結果として,学習開始時と終

了時において,子どものどの部分が変容したのかが不明確であることにつながっている｡これには,

学習でねらいたい子どもの姿や達成させたい目標の観点,及び評価規準(何を) ･評価基準(どれ

くらい)が十分に検討･整理されていないという評価の在り方が関係していると考えられる｡つま

り,子どもの目標達成の状況が不明確なため,授業の改善に波及しにくいことも懸念される｡授業

実践の質的な向上を図るためには,再度それぞれの授業における学習評価に対する考え方を検討す

るとともに,具体的な評価方法の工夫が必要不可欠である｡そのことが,子どもの学びや育ちを促

進する授業実践につながり,系統的･継続的な取組につながると考えられる｡

(5)研究主題設定に向けて

わたしたちは,時代の要請,本校の子どもの様子,過去の研究経緯及び実践上の課題を踏まえ,

子どもたちが自立や社会参加できるためには,学校教育という限られた期間の中で,何ができるか,

何をすべきかということに責任をもち,子どもがどのような力や事柄を身に付ける必要があるのか

を十分に踏まえた授業実践を展開する必要がある｡つまり,子ども自身の確かな学びを尊重し,敬

育的ニーズに一層こたえるための授業実践の質的な向上の追究が必要であると考える｡

そこで,本研究では,子どもの学びの姿や評価の在り方という視点から,確かな学びを促進し,

自立や社会参加の実現につながる授業実践の在り方を明らかにすることを目的とし,研究主題｢今

を,将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり～確かな学びにつながるための評価の在り

方に焦点を当てて～｣を設定することにした(図1-1)0

写真1-1小学部の授業風景
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学校教育目標

自分のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし,共に生きる力を身に付け,家庭生活や社会生

活を可能な限り自立的に営み,社会参加できる人間性豊かな児童生徒を育成する｡

i..I-..--EJ'i'':: 

88888888臆臆-___一書SS臆8888888888888 

視点1 <時代の要請>　　　　　視点2<本校の子どもの実態>　　　　　視点3<本校の研究経緯>

教育基本法の改正(平成18年12

月)及び半枚教育法の･都政止(辛

成19年6月)により新しい教育の理

念が定められ,社会の変化に対応

できる子どもU)基盤となる｢/生き

る力｣の育成を目指す｡,基礎的･

基本的な知識･技能の督得と課題

解決のための思考力･判断力･表

現力及び'､習1,意欲の育成を踏まえ

る｡

｢特別支援教育を推進するため

の制度の在り方について｣ (平成17

年12月)では, ･人　一人の教育的

ニーズの把握とそのもてる力の向

上のための適切な指導及び必婁な

支接を重要視し,障雷のある幼児

児童生徒o) lL｢..I_や社会参加に向け

た特別支援教育を推進する｡

学校生活,家庭生活,地域生活

などにおいて,必要な支援を受け

ながら,よさやもてる力を発揮す

る姿が見られるようになってきた(､

学督揚I帥こおいてできる経験を

1-分に積み重ねているが,活用す

る場面においては,学んだことを

色かして課題解決を図ることが困

難なことが依然として多い｡自介

で解決できる力は有しているにも

かかわらず,最初から周囲の人に

依存したり,解決方法が分からず

中途半端に済ませてしまったりと

いう様子が多く見られる｡

目の前の問題を解決するための

墓礎的･農本的な知識･技能の謡

得とそれらの活用に関して課題が

あると考えられる｡

前次研究においては,授業づく

りにおける環境的視点(写習環境

及び教師の働き掛け)に着日した

指導及び支援の在り方について整

理し,子どもが1.｣分で課題解決で

きそうな環境を盤備することで,

7-どもa)よさやt)てる力が発揮で

きることが明らかとなった｡

しかし,子ども自身が基礎的･

基本的なことを習得し,それらを

活用するためには,　一人　一人の子

どもの十干標や字習内容の設定に対

する根拠を明確にするとともに,

子どもの確かな学びを踏まえた授

業実践と評価の検討が必要である｡

つまり,評価という視点から授業

実践の質的な向上を目指すことが

必要である｡

●I一 〟 �� 

生きる力自立,社会参加確かな学び授業実践指導の根拠と評価 

自立や社会参加の実現につなげるために,指導の根拠をより明確にし,授業における子どもの 

写びの姿をより的確にとらえるという評価的視点から,子ども一人一人が着実に基礎的.基本的 

な内容を習得し,活用できるための確かな学びを目指す授業実践を探る○ 

'-=≡′, ��

今を,将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり 
～確かな学びにつながるための評価の在り方に焦点を当てて～ 

図1-1研究主題設定に至る流れ
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2　研究主題について

(1)よりよく生きる子どもとは

わたしたちはこれまで,本校における学校教育目標の理念を具現化するために,目指す子ども

の姿を｢必要な支援を受けながら,自己選択･自己決定の下で,自分の力を最大限に発揮し,他

者とのかかわりの中で,生活する子ども(本校研究紀要第15集)｣としてとらえてきた｡そのた

めには,家庭生活,学校生活,地域生活などの点在している子どもの生活をつなぎ,支援を現在

及び将来にわたり充実させていくことが,目指す子ども像の実現において重要であるとしてきた｡

一方,現代社会においては,平成18年4月より施行された障害者自立支援法においても,障害

のある人の自立や社会参加を支援するという理念の下,自らが必要なサービスを自分で選択する

ことが求められるようになるなど,これまでの｢豊かさ｣を追求してきた社会価値観から,人間

一人一人が｢よりよく生きる｣という個々の自立的な生き方の追求-パラダイム(ある時代や分

野において支配的規範となる｢物の見方やとらえ方｣のこと)が転換してきているといえる｡久

留(2003)は,人間はだれでも｢今よりも,さらによりよく生きたい｣という欲求を有しており,

むしろそのために挫折したり,混乱したりすることがあり,このような生き方は人間すべてに内

在する基本的欲求であると述べている｡つまり,どのように生きていくかということを,一人一

人の人間が思い描きながらよりよさを求めていくことが大切である｡

今回の研究主題においてわたしたちは,目指す子ども像を分析的にとらえる中で,子ども自身

の能動的な姿を重視したいと考えた｡そのためには,一人一人の子どもの自分自身に対する意識

や理解が重要であると考え, ｢よりよく生きる子ども｣を以下のようにとらえることにした｡

自分自身への｢きづき｣の下,その子どもなりのよさやもてる力を駆使して,自分の生き

方を社会関係の中でより望ましい方法で表現し続けていく姿

O　｢『きづき』の下｣とは,自分自身についての意識や理解をより高めることであり,自分の

よさやもてる力に対する認識の前提である｡

O　｢よさやもてるカを駆使する｣とは,子ども自身の意志によりそれらをより能動的に発揮で

きることである｡

O　｢自分の生き方を社会関係の中で｣とは,自分は生涯どのように生きていきたいかという思

いをもちながらも,ライフステージに応じて様々な場や人とのかかわりの中でということであ

る｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

0　｢より望ましい方法で｣とは,今の姿よりも高次化した考え方や行動を目指すことである｡

O　｢表現し続けていく｣とは,自己選択･自己決定や環境-の働き掛けも含めた自分自身の気

持ちや意図などを生涯を通して表現することである｡

学校生活の充実が,卒業後の生活の更なる充実につながると考える｡つまり,子ども一人一人

にとっての｢今｣を人生のかけがえのない一時期ととらえ｢今をよりよく生きる｣ことが, ｢将

来をよりよく生きる｣ための一歩であると考える｡わたしたちは,学校生活という子どもの｢今｣

を大切にしつつ,長期的な展望をもって｢将来｣につなげていく継続した取組を忘れてはならな

い｡子どもが,今,そして,将来,それぞれのライフステージにおいて,自分の生き方を精一杯

模索し,充実させていく姿こそが, ｢今を,将来をよりよく生きる姿｣であるととらえたい｡
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(2)確かな学びとは

梶田(2001)は,学校指導において,基礎･基本の育成が重要であるとし,それらなしには自立

や自己学習力-つながっていかないことを指摘するとともに,基礎･基本が子ども自身の実感や体

験とのかかわりで吟味され,自分なりに納得できるところまで内面における追求･探求･検討が積

み重ねられることで,子どもの内面で知的な武器となっていくと述べている｡つまり,子どもたち

が新たに何かを学ぶ上で,その足場となる内的な武器を備えなければ,次の一歩が踏み出せないの

である｡その意味でも基礎･基本の育成は重要であることが分かる｡

わたしたちが考える｢確かな学び｣とは,子どもが自らの課題に対する意識と能動的な取組を通

して,基礎的･基本的な内容について実感を伴いながら着実に学び取り,それらを可能な限り自分

の生活において主体的に生かしていくことである｡また,そのことが,今及び将来にわたってより

よく生きていくための子どもの生涯学習の土台づくりにつながっていくものと考える｡

(3)本校の目指す授業とは

わたしたちは,学校生活において一人一人の子どもが,学ぶべきことを安心して学んだり,学ん

だという実感をもったりしながら,着実な習得と生活における活用を実現するための授業を考える

必要があると考える｡

具体的には,個別の教育支援計画等において明らかになった子どもの教育的ニーズや既習内容な

どを十分に踏まえて, ｢何を学ぶか｣ということが一人一人の子どもにとって授業実践レベルで具

体的かつ明確になっていることである｡次に,子どもが｢どのように学ぶか｣ということを,子ど

もの学習-の意識を十分に考慮し,効果的な学びを促進させることである｡三点目は,学習を通し

て子どもが本当に必要なことを学び取ることができたのかということを,子ども自身や教師が振り

返り,評価できることである｡そして最後に,子どもの学習課題について,年間の指導や小･中･

高の一貫した指導計画に基づき長期的に継続して取り組まれる授業のことである｡

以上のことを踏まえて,わたしたちは,一人一人の子どもが,今及び将来をよりよく生きるため

の確かな学びを目指した授業を設定する(図1-2)｡

子どもの学習内容や目標が明確になっている授業(何を学ぶか)

子どもの学習のプロセスを十分に踏まえた授業(どのように学ぶか) 

学習を通した子どもの変容が的確にとらえられている授業 

(どこで何をどのように振り返るか) 

継続的〃発展的に展開できる授業(どこで何をどのようにつなぐか) 

図1-2　本校の目指す授業像
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(4)評価の役割

市川(1995)は,教育評価の主要な目的として, ｢学習者側にとっては自らの学習を改善す

ること｣, ｢教育者側にとっては教育システムを改善すること｣の二つがあると述べている｡

教育活動の進行に沿った考え方では,一般に,学習者への評価は次のような三種類の区分が考

えられる｡

第1は,診断的評価と呼ばれるもので,ある学習が始まる前に,子どもがどのような知識･

技能を身に付けているかを評価するものである｡第2に,学習が実施されている途中で,子ど

もがどの程度目標を達成しているかを把握し,指導に生かすための評価で形成的評価と呼ばれ

る｡第3に,学習が一段落した時点で全体的な成果を評価するもので,総括的評価と呼ばれる｡

北尾(2006)は,子どもたちの学習の過程や成果をとらえ,学習目標の達成状況を評価し,

その結果を指導や学習の改善に生かすことが学習評価の目的であると述べている｡評価は,結

果だけを重視するものではなく,むしろ,学習段階における子どもの学びの状況をより的確に

とらえ,目標に対してどのように子どもが変容してきているのかということを検討するための

ものである｡また,市川(1995)は,学習改善

という意味では,診断的評価や形成的評価が重

要であると指摘している｡

わたしたちは,子ども一人一人の教育的ニー

ズにこたえるための個別の教育支援計画や個別

の指導計画に基づいた授業実践の質的な向上を

目指すに当たって,授業実践サイクル[授業計

画(plan) -授業(do)一授業評価(check)

-授業改善(action)]のすべての段階におい

て,その目的に応じた評価を行うことが重要で

あると考える(図1-3)｡

Ⅲ　研究目的

__一一〇〇〃〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇- lT iJJ.〟 ��

｢壇 末亦� ヽ ∴ *.-Ido' ･適し J 用 

ゝ毒 圏授業実践 � 

総圏サイ � 

-し悪l ､__一一.___一一′ "〟_一一 

価 ��同 一一一°〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇°~ 

図1-3　授業実践サイクルと評価サイクル

今を,将来をよりよく生きる子どもにつながるための確かな学びを実現する軽業実践と評価の在り

方を明らかにする｡

Ⅳ　研究仮説

子ども一人一人の学習内容や目標設定などの方法の検討を通して指導の根拠を明確にするととも

に,授業実践における子どもの学び方や変容を具体的にとらえるための評価の在り方や生かし方を検

討することで,子どもの確かな学びを実現し,現在及び将来にわたりよりよく生きる子どもを育成す

ることができる｡
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Ⅴ　研究内容

本研究においては, ｢よりよく生きる子ども｣を目指した取組として,以下の三つの研究内容を設

定する｡具体的な内容として,子どもの教育的ニーズ,既習内容,発達段階などを踏まえて,目標や

学習内容を明確にするとともに,確かな学びを実現するための授業実践と評価の在り方を検討する｡

また,系統的･継続的な取組としての授業実践における評価の在り方や情報の生かし方について探る｡

研究内容1　指導の根拠と方向性を明確にする｡

研究内容2子どもの確かな学びを実現するための授業実践と評価の在り方を探るo 

研究内容3系統的.継続的取組のための評価と情報の生かし方を探る｡ 

/Ⅵ　研究方法

研究主題を受け,三つの研究内容に沿って,各学部ごとにそれぞれの指導の形態における取組を実

施し,各学部の授業実践における取組や子どもの変容,教師からの評価によって仮説を検証する｡

1　各学部の取組

小学部では,自立活動の時間における指導｢にじいろタイム｣の授業づくりにおいて,社会性の

発達に関するアセスメント方法,指導プログラムや個人プログラムの見直しによる子どもの目標設

定や授業実践と評価の在り方,中学部-の移行における子どもの指導の引継ぎの在り方を探る｡

中学部では,数学科の授業づくりにおいて,目標や学習内容の設定に生かせるアセスメントや学

んだことを活用する子どもを目指した授業実践と評価の在り方,高等部-の学習内容の引継ぎを探

る｡

高等部では,今と将来の充実を見据えた子どもの課題の集約･分析,目標設定までの手続きの整

理や評価シートの作成を通して,生徒ができることを生かせる授業実践と評価の在り方,卒業後の

子どもに関する進路先-の引継ぎの在り方を探る｡

各学部の研究主題と研究内容に関する具体的な取組は,図1-4のとおりである｡

2　評価の内容

各学部における具体的な取組や授業実践における子どもの変容を評価する｡

本校職員を対象としたアンケートを実施し,本研究の有効性を検討する｡
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自ら課題解決に向かう ｢生きる力｣

一･- ,-･一-00-一　子どもの確かな学びの育成

小学部研究主題 中学部研究主題 高等部研究主題

i -t･-1匹一一一一一一一一-　研究内容1 (指導の根拠と方向性の明確化)

口　指導プログラムの見直しと目

標設定の手続きの整理

口　実態肥握シートを用いたアセ

スメントと生徒の指導目標及び

学習内容設定の手続きの整理

□　授業づくりで大切にしたい力

の導き出しとそれを生かした目

標設定までの手続きの整理と書

式の検討

一　研究内容2 (子どもの確かな学びを実現するための授業実践と評価)

□　子どもの発達を踏まえた授業

実践

□　子どもの発達を踏まえた評価

の在り方の検討

口　学習における確かな学びを支

えるキーワードを踏まえた数学

科の授業実践(主に学習を振り

返るための手立てに着目)

ロ　生徒の学びの状況が分かる評

価表の作成と活用

□　授業づくりで大切にしたい力

と生徒の学びを支えるキーワー

ドに対する手立てを考えた授業

実践

□　授業ミーティングを活用した

評価シートの作成及び評価

研究内容3 (系統的･継続的取組のための評価と情報の生かし方)

口　中学部における指導の継続性

を目指した学部間の引継ぎの在

り方の検討

□　高等部における系統的･継続

的な取組に必要な情報の整理と

生かし万の検討

□　生徒の将来の状態像をとらえ

た指導目標の設定と評価

図1-4　各学部の具体的な取組
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□　授業実践を通して得た評価と

情報について,卒業後の生活に

効果的に引き継ぐために必要な

情報や引継方法の検討



3　研究構造図
l

本研究の構造図を図1-5に示す｡

く､ぐ㌢で.+

研究主題　　今を,将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり

～確かな学びにつながるための評価の在り方に焦点を当てて一

研究内容　1　指導の根拠と方向性を明確にする｡

2　子どもの確かな学びを実現するための授業実践と評価の在り方を探る｡

3　系統的･継続的指導のための評価と情報の生かし方を探る｡

.rllで

学習内容.目標の暁確化と手続きの検討 

88 侈Hｸi>�vS��

日豊星見立てる8 
｢.ミ=ii` 

..-i......-...................".............."............".......... 

●●.●一一一-"""""一一●●◆● 

.I )i '`"〟"〝...溺ー▲r雷芋 :_一書8- 

改善T授業 (ACn｡N)▲サイク 俑ｲﾉMRﾂﾂﾉdﾉ~ﾙ>�.j2�

◆●●●●"""""" 呈剃ﾄﾇ"粐籀�|､｢"�
忠(CHECK)/〇価 

ー~"SSSSS〇〇〇〇〇°"一一 ●●●●.〝.●●●…●●●●●●●●……"""…"〝.…●…●…●"…●●……〝.●●●● 

系統的.継続的な取組のため 倡�,x.�,ﾈｧx�7h8ﾘ5ｨ5�/�ﾖﾉ{h+X+ﾒ�
の評価方法や情報共有の工夫 研究内容3 假hｼh����,iUﾘ廂_ｹd�,ﾈﾉ�:"�

研究内容2 ぐ菓園■88臆臆88■実践.評価する8 

子どもの確かな学びを実現し,今や将来をよりよく生きることにつながる○ 

図1-5　朝究構造図
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4　研究計画

本研究は,平成19年度～20年度までの2年間の計画とし,具体的な研究内容は表1-1のとおりで

ある｡

表1-1研究計画

研究事項 仞��ﾉ4�,位Hｸi>�vR�

平 ��ｸﾊHｸh攣��,ﾉ�騫ﾒ�○全体研究に関するアンケート実施.集約.分析 

○研究主題の設定 ��ｹ���Hｸh,ﾉ�ﾈ惠,h攣��/�:X-ﾈ*h+ﾘﾊHｸh攣��,ﾉk隕ﾘ峇�

○研究主題に関する基礎研究 ��ｸﾚ�鵁ﾊHｸh,ﾈｮ馮ｹ4�,椅ﾈ*i_ｸ,ﾈﾉ�:"�

成 ��ｸｦXｧyYH,ﾈﾊHｸi�I���○大学との共同研究の確認 

19 ��ｩ�c���ﾕｩ>�ﾊHｸh橙井�xｯ｢��○研究推進に当たって研究内容.方法の検討 

年 傅ﾈｧyYBﾉ(hｧyYBﾈﾘ)9兀B�○各学部の研究主題の設定 

磨 ��ｸﾊHｸh,ﾉ(hｭH-ﾈ,h-��○学習指導案書式等の検討 

○研究主題にかかわる理論的押さえ 

0-年次研究のまとめ(中間) 

○今年度の課題を踏まえた次年度研究の方向性確認 

早 ��ｹ���7位Hｸh,ﾉ�ﾈ惠,h攣��,ﾈｦﾙDb�○前年度研究における成果と課題の明確化 

○各学部の研究.実践推進 ��ｩ?�D韜�Hｸh,�*�*�.侈Hｸh益��,ﾈﾜHｦﾙDb�

〇第2回校内研究会(-学期) ��ｸｧx�轌;�粂,ﾈ���,ﾈﾉ�:"�

成 傅ﾈｧyYBﾉ(hｧyYBﾈﾘ)9兀B�○校内研究会の実施計画検討 

20 ��ｩ�c8��ﾕｩ>�ﾊHｸh橙�?�ｧxｯ｢��○研究内容にかかわる各学部の結果整理と検証の検討 

年 傅ﾈｧyYBﾉ(hｧyYBﾈﾘ)9兀B�○各学部の実践に関する検証 

痩 ��ｸﾊHｸh,ﾈ-ﾈ,h-��○研究内容に関するアンケートの実施.集約.分析 

〇第14回公開研究会(三学期) ��ｸﾊHｸh,ﾈ-ﾈ,h-�,h�饑�Jﾙ�ﾒ�

○研究の総まとめ ��ｸﾊHｸh,ﾉ�ﾈ惠,h攣��,ﾉ�騫ﾘ,hｦﾙDb�

5　研究組織

本研究の研究組織は,図1-6のとおりとする｡

※4

図1-6　研究組織図
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※1　校長,副校長,教頭,学部主事,

研究部で組織し,研究の方向性等

について幅広い観点から協議を行

う｡

※2　鹿児島大学教育学部との連携に

よる共同研究を行う｡各学部の研

究主題及び研究推進のほか,拡大

研究部会への参加を通して研究主

題や全体研究推進についても共同

で検討する｡

※3　個別の教育支援計画の策定及び

実施に関する企画･推進を行う｡

※4　鹿児島県教育委員会及び鹿児島

県総合教育センターの講師が,本

校の学校研究に関する指導助言を

行う｡



Ⅶ　研究の実際

1　研究内容1に関して

指導の根拠と方向性を明確にする｡

研究内容1では,実際の授業を計画するに当たって,教育的ニーズをはじめとし,子どもの状態

像(既習内容,認知特性,発達段階など)を踏まえ,子どもが何をどのような計画で学習していく

かを具体的に導き出す手順と方法を整理することで,指導の根拠と方向性を明確にする｡つまり,

授業に臨む子どもの｢見立て｣をどのような手続きで行い,目標を設定するかということである｡

一般的には,アセスメント(実態把握と指導方針)といわれ,評価の考え方からは｢診断的評価｣

ということになる｡

(1)指導に対する根拠と説明責任

わたしたちは,授業実践を展開するに当たり,その子どもになぜその学習内容を設定するのか,

どのような計画で指導を展開していくのかを改めて考える必要がある｡保護者とともに導き出し

た教育的ニーズを誠実に受け止め,よりよく生きる子どもを目指すためには,子どもが何を学び,

どのように育っていくかということに対して,学校は一つのチームとして取組に責任をもつとと

もに,その手続きと方法には客観性と透明性をもたせる必要がある｡つまり,指導の方向性に対

して可能な限り説明のできる明確な根拠というものが存在しなくてはならないと考える｡また,

効果的な指導を展開していくためには,子どものどのような情報が必要か,その情報を基にどの

ような手順で整理し,指導方針を立てていくのかということを考えることが求められる｡

(2)授業実践における個人目標設定までの手続きの整理

①　子どもの状態像の把握

学習をはじめる前に子どもがどれくらいの予備知識や技能を獲得しているかということは,

学習方法を考える上で欠かせない情報である｡従来,レディネス(ある学習をするための準備

状態)と呼ばれていたものを診断的評価として事前に正確に把握する必要がある｡前川(2008)

は,アセスメントを通じて子どもを理解するということは,制約を把握するだけではなく,常

に同時に存在する可能なことや強い能

力を把握することにより,子どもの活

動や参加の可能性を広げる方向性-の

指針を得ることが可能となることであ

ると述べている｡より個に応じた学習

方法をとるためには,子どもの知能,

性格,認知スタイルなど, *適性処遇交

互作用を踏まえて必要な情報収集や子

どもの的確な状態像の把握を行う｡

*適性処遇交互作用 

(aptimde巾eament-interacdon,A†l) 

学習者の特徴によって,どのような教育方法や 

訓練方法が効果的かということが異なってくる現 

象のことo｢適性｣とは,知能,性格,認知スタ 

イルのような学習者の属性で,｢処遇｣とは,そ 

の学習者に対する教育方法のことである○ 
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②　学習課題の分析

子どもがある学習を進めていく際には,これまでの取組でどのようなことを習得し,現時点では

何が課題として考えられるかを細かく分析する必要がある｡チェックリストの観点に沿って｢何が

できている,何はできていない｣という実態の把握はよく行うことがあるが,それだけでは単なる

現状の把握にしか過ぎず,これから指導として子どもにねらっていくべきことや学習活動との関逮

という方向性は見えてこない｡

既習内容における学習の到達の状況や個別の教育支援計画において確認した教育的ニーズなどを

十分に踏まえながら,子ども一人一人の学習における課題を導き出し,それに応じた目標や学習内

容を検討していくことが必要である｡例えば,ある子どもに｢一人で買物ができるようになってほ

しい｣という教育的ニーズがあるとする｡その場合,この子どもにとっての買物の姿とはどのよう

な姿か具体的に想定することが必要である｡なぜなら,一人で買物をするということを実現するた

めには,複数の達成すべき下位項目の課題が存在するからである｡例えば, ｢支払いの手続き｣, ｢レ

ジ-の並び方｣, ｢商品の検索｣, ｢所持金の理解｣, ｢釣銭の理解｣, ｢予算内での商品選び｣, ｢複数

の商品の合計金額の計算｣, ｢賞味期限の確認｣などが考えられるが,これらすべてができなけれ

ば買物ができないということではなく,子どもの状態橡に応じた買物の姿を想定し,そのための学

習課題を細かく導き出すことが必要であり,この手続きを適切に行うことが,目標や学習内容を設

定するために重要であり,教師の指導の意図や方向性をより明確にすると考えられる｡

③　目標の明確化

教育には,子どもにどのようになってほしいかという目標が必ず存在する｡授業の計画段階では

まず,その目標を明確化し,子どもの到達した状態を想定する｡教師が意図した授業の効果を厳密

に評価するためにも,子どもが呈する具体的な姿(行動目標の形)で表現することが望ましい｡例

えば,子どもに｢一に気付く｣ということをねらいたいときに,もし,気付いたとすれば｢～がで

きる｣という行動が表れるはずであるという想定を行い,目標を立てることになる｡ただし,子ど

もによっては気付いたとしても行動に表れないこともあるので,目標の立て方には十分注意する必

要がある｡梶田(2007)は,行動目標だけで教育を考え,指導計画を組み立てていくと,外的に確

認できる目標を実現していくための手立てを合理的･計画的に考えるというだけになり,大事な願

いやねらいを忘れてしまうと指摘している｡教育においては,顔や動作に表すことより,実際に子

どもの内面において何かが新たに獲得されることが意味をもつことを十分に踏まえながら,より望

ましい目標の設定を検討する｡　　　　　　　　(

④　学習内容の構造化と系列化

子どもが学習内容を定着することができるようにするためには,細かく設定した目標や学習課題

の関連を明らかにし,指導の手順はどうするか,時間的にどのように配列して授業を実施するかを

決定することが大切である｡具体的には,授業づくりサイクルP-D-C-Aの｢計画(PLAN)｣

の段階において,子どもにねらうことを年間を見据えて指導計画として位置付け,目標に応じて意

図的につながりをもたせながら学習内容を検討し,各単元･題材を設定していく必要がある｡この

ことにより,年間を通した単元･題材における目標や学習内容の構造化と系列化が可能となり,各

時間ごとの授業における目標や学習活動がより明確になる｡
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2　研究内容2に関して

子どもの確かな学びを実現するための授業実践と評価の在り方を探るe 

研究内容2では,子どもの確かな学びを実現させるための授業実践と評価の在り方を探る｡授業

実践においては,子どもの学習のプロセスを踏まえた手立てを行うこと,評価に関しては,子ども

の学習の姿を形成的評価の視点から工夫することで,子どもの確かな学びを目指す｡

(1)子どもの学習プロセスを踏まえた授業実践

長崎(2008)は,わたしたちは子どもの表面的な行動だけに目を向けがちであるが,その行動

の背景にある｢子どもの心の動き｣に目を向ける必要があると述べている｡わたしたちは,子ど

もがどのように自分の学習課題を解決していくのかということを考える際に,子どもの意識の流

れを十分に踏まえた学習のプロセスを考慮することが必要であると考えた｡今回,本校の子ども

の姿から課題を集約し,その要因を分析した結果,学習における確かな学びを支えるキーワード

として｢必然性｣, ｢思考･操作｣, ｢振り返り｣, ｢実践意欲｣の四つが挙がった(図1-7)｡

①　確かな学びを支える四つのキーワード

｢必然性｣とは,学習活動-の意欲,自分自身の学習課題-の意識や理解など,子どもがそ

の学習-向かう原動力となるもので,動機付けとも関連する｡これを高めることで子どもの学

習-の向かい方がより促進されると考える｡

｢思考,操作｣とは,子どもが学習課題の解決を図ろうとする際に,既有知識や新たな情報

に基づく思考と操作を十分に行うことで,この作業が子どもの知的活動を充実させると考える｡

｢振り返り｣とは,学習課題に取り組み,解決できたか否かという事実とともに,どのよう

な方法が有効(無効)であったかということを子どもが自身が振り返ること｡自分自身に対す

る評価を行い,自己-の成長と喜びを感じることで学習の効果をより高めると考える｡

｢実践意欲｣とは,学んだことを新たな知識として,次の学習や日常生活など生かせる場面

において,子ども自らが課題解決のため主体的に活用しようとする意欲のことで,習得から活

用-の移行を促進する意欲と考える｡

確かな学び ��

習 得 帽ﾋ��

(二二-一一 �?�?�?�8��

図1-7　確かな学びを支える四つのキーワード
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②　四つのキーワードにおける教師の具体的な手立て

ア　学習に対する必然性を高める手立て

子どもが目の前の活動に対する興味･関心や意欲を高め,学習活動に向かったり,自分の学習

課題を意識したりするための働き掛けを行う｡その際,子どもの発達段階や認知特性,学習の功

利性と学習内容の重要性などを踏まえ(図1-8),学習に対するより適切な動機付けを検討する

(表1-3)｡ここでは, ｢学習-の意欲向上と学習課題の意識化を図る｣ための手立てを行う｡

具体例として,学習のはじまりの際に,場の設定や教材･教具の提示の工夫を行ったり,前時

での活動を子どもが想起できるようにしたりすることで,学習活動-の見通しをもてるようにす

る｡また,活動の意義や価値について触れ,自分の学習課題が何であるかを子どもと確認する｡

｢やってみたい｣という学習活動自体-の意欲や, ｢自分で解決したい｣という子どもの知的好

奇lL.-働き掛けることで,学習課題や目標への意識を高める｡

実志向　訓練志向　実用志向
学習自体が楽しい　　　知力を鍛える　　　仕事や生活に生かす

関係志向　自尊志向　報酬志向
他者につられて　　　プライド･競争心　　報酬の手段とし

小I i　大

学習の功利性

図1-8　学習動機の二要因モデル(市川, 2004)

表1-3　6つの学習動機

ニ要因モデルとは, 6つの種類

に分類した学習動機を構造化した
一つの例｡横の次元は,学習によ

る直接的な報酬をどの程度意識し
ているかを表す｡縦の次元は,学

習の内容そのものを重視している
かどうかを表す｡

【学習の功利性(横軸)i
学習をどれくらい功利的なもの

としてとらえているかどうかとい

うこと｡学習を行うことが損得に

関わるととらえている動機がある
一方,学習に伴う賞罰は意識して

いないというもの｡

【学習内容の重要性(縦軸)I
｢この内容だからこそやりたい｣

という内容重視の考え方と, ｢別
にこの内容でなくてもいい｣とい

う考え方｡

報酬志向 �(-�*H-�*ｨ.�.x*h.�2ﾊ(,ﾘ-�.x.ｨ.�2ﾊ(+X,�*(,h+X*�.x.ｨ.�8,��9Uﾈ+8.ｨ.��
報酬と罰による外発的な動機である○ 

関採志向 �(-ﾘ/�,�*ｨ+X,H*(.�*�.z8,h*(*I:�+)4�,�:雍��ｸ+�.ｨ,ﾒﾈ�&2ﾘ,ﾈｴ��駢雕�,ﾂ�現れとみなせるので,広い意味での親和動機とする○｢先生が好きだから｣とい 
うのも,人間関係が動機となっている点では共通する○ 

充実志向 �)�h+X*(+�,h/�ｧx-H,ﾈ,ﾘ+ｸ.ｨ齷�ﾈｧ�+X*(*�.z2ﾊ)Zｨ*�.�,h*�.�+X.ｸ*(*�.z2ﾂ�｢勉強によってもたらされる充実感のため｣など,知的好奇心,理解欲求,向上 

心に根ざした内発的な動機である○ 

実用志向 �)�hｨ��9Tｹwh,�&ﾘ�/�;�.�+ﾘ-�2ﾊ(彧x�,ﾈ覃馼,��h*�+x+ﾘ-�8,h*(*H.h*H,��実用を意識した動機○学習を目的達成の手段として考えている点では,報酬志向 
と似ているが,学んだ知識や技能自体の持つ有効性を信じている○ 

自尊志向 �)�ﾈ,儿�*�+ﾘ*ﾘ,�**2ﾊ)�ﾈ.h.液H.ｨ+ﾘ**8,�,x,ﾈｺ9���2ﾈ齷���:H,�*�*�.ﾘ.��動機○これは,社会的な動機ではあるが,同調的もしくは親和的な動機と異なり, 
自己の優位性を示したいという気持ちがある○ 

訓練志向 �):ｨ,ﾈﾅ��ｸ,�,�.�*�.z2ﾊ(ｧx�,ﾈ覈_ｸ/�ｧx-H+ﾘ-�8,h*(*H.h*H,鎚ｧx�/�,｢�じて間接的に知的能力を伸ばすという動機○学校での勉強は,知的訓練としての 
意義があり,そこで得たカが他の学習場面でも生かせるという考え方である｡ 
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イ　十分な思考｡操作を行うための手立て

子どもの理解の状況や認知特性など,学習課題の解決方法を考慮し,学習場面において可能な限

り子どもが学習課題に向かい,自らの力で解決する場面を通して考え方の獲得や解決に導く手順の

理解などを目指す｡ここでは, ｢学習課題の解決に向けた思考と操作を補助する｣ための手立てを

行う｡

具体的な手立ての例として,論理的な思考と操作を十分に行えるように,子どもの既有の知識を

用いやすくしたり,新たな情報を取り入れやすくしたりする｡思考･操作と結果との関連を子ども

自身が見通したり,仮説的な見方や考え方をしたりできるように,結果を想定する場面を設定した

り,どのようにすればよいか解決方法に見当を付けるように働き掛けたりする｡ ｢分かる｣体験を

大切にするために,思考･操作を補うための手順表や図解など,子どもに応じた視覚的な教材･教

具の工夫や準備を行う｡思考と操作の過程を十分に楽しめるように,自分の意見を述べたり,分か

らないところを質問したりできる場を活動の中に設ける｡不安感を高めて自己有能感を喪失しない

ように活動量や学習課題の難易度などに配慮する｡

ウ　学習を振り返るための手立て

学習を通して,取り組んだことによる成功や失敗が自分の行動や行為と随伴しているという認知

を踏まえた振り返りを行う｡具体的には, ｢どのような活動をしたのか｣, ｢何を頑張ったのか｣, ｢自

分の目当ては達成できたのか｣など,子どもの実態に応じてより適切であると考えられる振り返り

方を検討する｡どの方法や手順がよい結果につながったのかを自己評価や他者評価などを通して子

どもが振り返ることで,思考･操作とその結果について関連を理解できるようにする｡ここでは,

｢学習課題-の評価の意識化｣のための手立てを行う｡

具体的な手立ての例として,子どもに応じた振り返りの場や機会を工夫したり,学習場面の中で

自己評価や他者評価を工夫したりして思考と操作による結果との関連について理解できるようにす

る｡また,学習課題の解決による成功経験を十分に蓄積することで,やり遂げた自分に対する実感

と自信をもてるようにしたり,チャレンジすればできるという学習の改善の可能性に気付いたりで

きるようにする｡

工　実践意欲を高めるための手立て

学習によって得た知識や理解,自分にもできるといった自信や有能感などを,子どもが新たな自

分のよさやもてる力として認識し,学習場面や学校生活,家庭生活などの関連する場面において活

用してみようとする意欲を高めることを目指す｡ここでは,子どもが自分自身の更なるよさやもて

る力を両確認し,課題解決場面における｢活用につなげるための意欲の向上｣のための手立てを行

う｡

具体的な手立ての例として,学んだことが今の生活や将来の生活において, ｢どこで｣, ｢どのよ

うに｣活用できるのかということを子どもに説明することで,活用-の見通しがもてるようにした

り,意欲を高めたりする｡学んだことを試す場面を授業場面の中に即時に設定したり,学校生活,

日常生活などの自然な文脈の中に意図的に設定したりすることで,活用するよさを実感できるよう

にする｡
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(2)子どもの学びをとらえる評価

鈴木(2008)は,学習の改善に用いられてこそ形成的評価の存在意義があり,学習の改善に用い

られない評価は形成的評価ではないと指摘し,これまでの授業に形成的評価を付加するだけでは効

果が上がらないことに留意する必要性を訴えている｡形成的評価は,教育目標と現在の子どもの達

成状況とを照らし合わせて,指導及び支援を軌道修正していくものであり,授業実践において中核

的な役割を果たすものである｡つまり,形成的評価の結果は,次の指導に直結させ活用してこそ意

味を成す｡子どもがその時間の目標を達成できたのか否かの評価に基づき,達成ならば次回の目標

をどう設定するか,達成が難しかった場合には,つまずきの要因を探り,次回の学習の目標及び手

立てを検討する｡授業改善の鍵を握るのは, ｢～ができた(できなかった)｣という事実のみの評

価ではなく, ｢なぜ,できた(できなかった)のか｣という背景を分析的に探ることである｡

①　個人目標に即した評価

あらかじめ設定した個人目標に対して,評価の観点をもち,評価規準(河を評価するか)及び

評価基準(どれだけ達成したか)を設けることで,学習における子どもの変容をより的確にとら

えることを目指す｡具体的には,単元･題材の指導前に達成(到達)目標,つまり,評価規準を

設定し,達成度を判定するよりどころとなる評価基準を明確にする｡これにより,教師は学習に

おける子どもの具体的な姿がイメージでき,適切な指導及び必要な支援をより可能にする｡

②　授業改善のための形成的評価

図1-9は,目標設定から授業改善ま

での手続きを表したものである｡

個人目標を設定し,評価基準によ

り｢達成｣か｢未達成｣かを判定す

る｡次に, ｢達成｣の様子において十

分に満たしていれば｢定着｣,あいま

いさがある場合は｢不十分｣と判断

する｡一方, ｢未達成｣の様子におい

て,今後の学習を通して目標達成が

評価規準　評価基準　考察･判断　　　授業改善

I 白�冦ｩUxﾇ���韶越x,I¥���
i iii-困 �� 價ﾙ�ﾘ粂����ﾈ宜7��ﾉ�顋�yi�X-ﾆ�2�

図1-9　形成的評価による授業改善の手続き

十分に達成が期待できる場合には｢見込み｣,期待が難しいと考えられる場合には｢困難｣と判

断する｡これらのことを根拠に,各時間ごとの授業反省の中で,指導及び支援の評価を行うとと

もに,次回の子どもの目標や教師の手立てを検討することが授業改善において重要である｡

③　行動観察による見取り評価

見取り評価とは,学習課題への向かい方や解決の仕方など,子どもの学習時の様子について気

付いたことを記号や単語で簡潔に書き残しておく評価のことである｡北尾(2006)は,見取り評

価について,子ども一人一人を部分的または全体的にとらえることであり,当て推量ではなく,

子どもの言葉やビジュアルな,あるいは行動的な表現形式で表された事実から子ども内面の世界

を共感しながら,読み取ることが大切であると述べている｡ただし,主観的になりやすいので,

グループ担当の教師や複数の教師で評価を行ったり,ときには子ども本人と行ったりといった工

夫が必要である｡
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3　研究内容3に関して

系統的･継続的取組のための評価と情報の生かし方を探る｡

研究内容3では,各学部での子どもの指導及び支援に関する取組を,系統的･継続的に発展させ,

小学部,中学部,高等部の一貫した取組,卒業後の進路先においてよりよく生きる子どもにつなが

るための総括的評価の在り方や効果的に引き継ぐための情報としての生かし方を探る｡

具体的には,小学部は中学部-,申学部は高等部-,高等部は進路先-,それぞれの移行におけ

る総括的評価の工夫や整理及び情報の生かし方について実践事例を通して探る｡

(1)引継ぎの現状と課題　　　　　　　I

本校では,入学前に卒業した学校･学部の教師と入学する学部の教師間において,移行対象の

子どもについて事前の引継ぎを実施している｡個別の教育支援計画や個別の指導計画など,一人

一人の子どもの指導に関する情報や具体的な行動-の対応や配慮点などの文書資料を基に,関係

する教師間で情報交換会を設定し,共通理解を図っている｡それらの情報を基に引き継いだ学部

は新たな子ども-の取組を展開している｡

ところで,系統的･継続的な取組という面では,障害特性-の配慮や行動-の対応などは,次

の学部や卒業後の進路先に具体的に引き継がれやすいが,学習指導に関する取組については引き

継がれにくい現状がある｡結果として,次の学部や進路先において,前学部での取組を踏まえた

次の課題の導き出しや目標設定が難しくなる｡近年の流れとして,教育的ニーズを優先するあま

り,教科等の系統性を踏まえた指導の考え方の希薄さと相まって,学部ごとにやや分断された取

組が展開されるという構図になっていると考えられる｡取組を通した子どもの変容や次の課顕が

想定できるような評価に関する情報や伝え方を検討する必要があると考えられる｡

(2)前次研究における成果と課題から

前次研究では,授業実践と生活場面の実践を関連させる取組(横のつなぎ)において,子ども

がよさやもてる力を発揮できることを目指し,授業で獲得した力を学校生活,家庭生活,地域生

活に効果的につなぐために｢つなぐ内容｣, ｢つなぐ人･つなぐ場｣, ｢つなぐ道具｣という視点

が大切であるとした｡この視点は,今回の取組である縦のつなぎにおいても大切であると考えら

れる｡一方,前次研究の課題として,共通理解した子どもに対する働き掛けが,実施に当たって

伝える側と受けた側でお互いに負担感が生じないようにする必要性も確認された｡

これらのことから,子ども-の取組をより効果的に実施していくためには,情報を受けて指導

及び支援を引き続き行う受け手側の立場に立った情報の引継ぎと共有の在り方について検討する

ことが必要であると考えられる｡

(3)子どもの目標や学習課題の引継ぎ

図1-10の｢つなぐ道具の実際｣からも分かるように, ｢教材･教具｣や｢支援の道具｣などは

引き継ぐ道具としては具体性があり,引継ぎ後の指導や支援にそのまま活用することができるが,

個別の教育支援計画や個別の指導計画における取組や学習に関する情報は,具体性の面からも伝

わりにくさが考えられる｡そこで,具体的な取組を情報として詳細に渡り伝えることが,次の学
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部や進路先で引き続き同じ取組を継続する意味で有効と考えられる｡ところが,情報量が多くなり

過ぎることで取組の中心的なねらいが見えにくくなったり,取組の必要性の根拠となる子ども自身

の学習課題が明示されないことで取組に対する目的性が失われたりなど,結果的に子ども-の継続

した取組に反映されにくくなることも考えられる｡つまり,子どもの学習に関する具体的な取組の

情報に加えて,子ども自身の次の目標や学習課題が見えてくる情報を｢つなぐ内容｣として検討･

整理することが大切である｡

つなぐ道具の実際

大

個別の教育支援計画(課題集約表.つなぎシートなど)

個別の指導計画

評価にかかわる各種文書(生活単元学習連絡表.実習評価表など)

支援方法を記述した文書(サポートブック.サポートシート)

連絡帳等日常的情報交換の文書

ビデオ等の映像.写真等の画像

教材,教具.支援の道具

取組場面の参観

図上10　授業実践と生活場面の実践をつなぐ道具(本校研究紀要第16集)

(4)総括的評価における情報の整理と伝え方

各学部において実施した具体的な取組や子どもの変容に関する情報を,次の学部又は卒業後の進

路先での指導及び支援に生かせるように整理する｡具体的には,個別の教育支援計画や個別の指導

計画に基づく取組や子どもの変容の評価について,既習内容の習得の状況や次の学習上の課題など

が分かるようにまとめたり,必要な評価項目を付け加えたりする｡次に,受け手側が必要としてい

る情報として整理する｡学習指導に必要な情報,サポート･配慮に関する情報など,進路先におけ

る子どもの指導及び支援に関して,活用と管理の面からどのような情報を｢つなぐ内容｣として,

どの程度必要としているのかについて進路先と確認する｡また,情報の伝え方に関しては,情報内

容の具体性という視点で,図1-10の｢つなぐ道具｣を目的に応じて単独で,あるいは組み合わせて

活用するとともに, ｢つなぐ人･つなぐ場｣に応じて伝える時期や回数についても検討する｡

(5)卒業後の子どもの様子の確認

校内に在籍している子どもに関しては,学部を越えた教師間の日常的な情報交換はもちろんのこ

と,学部会などで集約した子どもの情報を校内全体で共通理解する場がある｡一方,高等部を卒業

した子どもに関しては,卒業生アフターフォロー等において教師が進路先に出向いて,担当者から

近況報告を受けるなどして様子を確認している｡

卒業後の子どもの様子を確認するということは,移行後の取組にどのようにつながり,当初想定

した子どものよりよい姿に近づいているのかを把握するよい機会であるとともに,そのことを通し

て,わたしたちは日々の実践に対する振り返りや学習指導の改善を行うことが重要であると考える｡
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